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西
多
摩
建
設
業
協
同
組

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
都
市
基
盤
整
備
等
、
西 

多
摩
地
域
の
発
展
に
貢
献
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
今
般
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ

き
、
三
期
目
四
年
間
の
町
政
を
預
か
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
的
な
不
況
に
見
舞
わ

れ
、
不
安
が
広
が
る
状
況
の
中
で
、
私
の
二
期
八

年
に
わ
た
る
町
政
運
営
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
私

が
目
指
す
「
夢
の
あ
る
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
強
い
期
待
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
結

果
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
町
民

の
負
託
に
応
え
、
「
も
っ
と
元
気
な
、
そ
し
て
、

調
和
の
と
れ
た
瑞
穂
町
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、 

 
 

◇
平
成
二
十
一
年
度 

全
国
安
全
週
間
◇ 

本
週
間 

 
 

七
月
一
日
～
七
月
七
日
ま
で 

準
備
期
間 

 

六
月
一
日
～
六
月
三
十
日
ま
で 

 

 

平
成
二
十
一
年
度 

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 

定
着
さ
せ
よ
う
「
安
全
文
化
」 

 
 
 
 
 
 

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険 

 

＊
全
国
安
全
週
間
説
明
会
・
建
災
防
・
西
多
摩
分
会
総
会 

 
 

 

日 

時 
 

六
月
十
六
日
（
火
曜
日
） 

 
 

 

説
明
会 

 

十
四
時
か
ら 

 
 

 

総 

会 
 

説
明
会
終
了
後
（
十
六
時
予
定
） 

 
 

 

会 

場 
 

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
と
ろ
ぎ 

二
階 

講
座
室
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平成２１年度基本方針 

             理事長 佐久間 一三 

昨年から始まった世界恐慌により、日本経済は、大きな

打撃を受け、ＧＤＰも昨年に続いて、本年度も１０数％の

マイナス成長と予測されている。その状況の中で、政府は

景気浮揚のための公共事業予算を奮発しているが、現在に

至ってもなお、建設事業が増大し、建設業者の末端まで景

気浮揚の恩恵が行きわたっているとは思えない。いずれの

時点においては実感できるものと考えているが、現状では

学校耐震化工事などの急激な発注量の増大が、受注競争の

激化を招いている。 

地元建設業者を無視して、一般競争入札等の発注方式によ

る、ダンピング入札等により、地元建設業者の疲弊を招く

ことは確実なことであり、なんとしても地場建設業者が窮

地に陥ることを避けなければならない。 

加えて、建設業法の厳格運用による建設技術者の不足、

建設労働者の減少等、地場の業者にとって厳しい状況ばか

りが続いている。 

組合として最大限の努力をして、地場建設業者の技術力

向上、技術者の養成、受注機会の増大のための入札制度の

改革等にまい進すると同時に、一朝有事の際の災害出動態

勢の準備、訓練を積み、地域社会に根付く建設業者として

の勤めを果たさなければならない。 

地域密着型の組合、建設業者の集まりとして、西多摩地

域の建設業者の最大の集合体として、西多摩の未来を創造

する西多摩建設業組合として頑張りたいと思います。 

組合員皆様、賛助組合員皆様のご協力をよろしくお願い

申し上げます。 

◎本年度重点目標 

・西多摩地域社会に対する、組合としての社会貢献 

・入札制度への柔軟な対応 

・組合員の技術力向上、スキルアップ、講習会の実施 

・誇りの持てる建設業の実現 

・後継者の育成 

・工事の事故絶滅 

・組合員の受注確保、 

経営の安定化 

・暴力団排除協議会の 

活動充実 

・新規加入組合員の確保 

 

 

 

 

各
種
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
後
の
主
な
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
自
然
と
の
共
存
・
生
活
環
境
の
向
上
、
都
市

基
盤
整
備
の
推
進
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、
子
育

て
・
高
齢
者
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
充
実
、
防
災
対
策
の
強
化
に
よ
る
安

全
で
安
心
し
て
住
め
る
町
の
実
現
、
個
性
豊
か
な

教
育
環
境
の
整
備
、
特
色
の
あ
る
町
の
産
業
創

出
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
に
よ
る
笑
顔
の
町
の
実

現
で
あ
り
ま
す
。 

特
に
、
都
市
基
盤
整
備
で
は
、
箱
根
ケ
崎
駅
西

及
び
殿
ケ
谷
の
二
か
所
の
土
地
区
画
整
理
事
業

を
推
進
し
、
栗
原
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
準

備
と
支
援
を
行
い
ま
す
。 

流
通
の
動
脈
と
も
言
え
る
都
市
計
画
道
路
を
整

備
し
、
他
市
と
連
携
し
て
新
青
梅
街
道
の
拡
幅
を

促
進
す
る
な
ど
便
利
で
安
全
な
都
市
空
間
を
創
造

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
で
あ

り
、
観
光
資
源
と
も
な
る
狭
山
池
公
園
周
辺
整
備

を
計
画
し
、
具
体
化
を
図
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

福
祉
会
館
改
修
工
事
、
授
産
施
設
建
設
、
長
岡
地

域
施
設
建
設
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

厳
し
い
経
済
情
勢
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
西
多

摩
地
域
の
各
市
町
村
は
、
緊
急
経
済
対
策
を
実
施

し
、
地
域
経
済
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
多
摩
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
新
た
な
観
光
資

源
開
発
に
つ
い
て
も
連
携
し
て
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に

は
、
引
き
続
き
、
西
多
摩
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
皆

様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

     

 

 

◇
日
建
学
院
認
定
校
青
梅
教
室
か
ら
の
ご
案
内 

『
二
級
建
築
施
工
管
理
技
士
』
『
二
級
土
木
施
工
管
理
技
士
』
の 

受
験
対
策
講
座
を
三
階
大
会
議
室
で
実
施
を
致
し
ま
す
。
こ
の
講
座

は
『
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
』
が
『
日
建
学
院
認
定
校
』
と
し
て 

 

運
営
し
、
開
講
い
た
し
ま
す
。
会
員
企
業
の
皆
様
の
利
便
を
図
り
た

く
理
事
会
で
決
定
を
致
し
ま
し
た
。 

今
年
度
受
験
予
定
の
方
々
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

・
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士･

対
策
講
座
ス
タ
ー
ト
六
月
三
〇
日 

 

講
義
日
時 

 

毎
週
二
回 

火
・
木
曜
日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
八
時
四
十
分
～
二
十
時
四
十
分 

講
義
内
容 

基
礎
講
義
五
回
、
学
科
試
験
対
策
講
座
十
六
回 

 
 

 
 
 
 
 
 

実
地
試
験
対
策
講
座
・
模
擬
試
験
六
回 

 
 
 
 

・
２
級
建
築
施
工
管
理
技
士
・
対
策
講
座
ス
タ
ー
ト
九
月
予
定 

講
義
日
時 

 

毎
週
三
回 

日
・
火
・
木
曜
日 

 
 
 
 
 

日 
 
 

九
時
～
十
三
時 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

火
・
木 

十
八
時
三
十
分
～
二
十
時 

予
定 

 
 

講
義
内
容 

基
礎
講
義
六
回
、
本
講
義
二
十
一
回 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

公
開
摸
擬
試
験
一
回 

尚
、
講
座
日
程
、
受
講
料
、
申
込
等
詳
細
の
問
合
せ
は
、 

組
合
事
務
局
ま
で
。
☎
０
４
２
８-

２
２-

６
２
４
５ 

●
今
年
の
２
級
建
築
施
工
の
受
験
申
込
期
間 

七
月
一
日
～
中
旬
、 

試
験
日 

十
一
月
八
日
で
す
。 

 

 

 平成２１年度通常総会  

優良工事表彰組合員 成友興業㈱・㈱清水建設工業所・岩浪建設㈱ 
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 ５ 月 事 業 報 告  

８日 広報委員会１７８号編集発行 

７日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

２０日 第４３回通常総会・懇親会 実施 

会場：青梅市福祉センター  

２８日 若手経営者の会 役員会 

２９日 あきる野地区委員会 

 ６ 月 事 業 計 画  

２日 ２級建築施工対策講座説明会 

４日 ２級土木施工対策講座説明会 

８日 広報委員会１７９号編集発行 

９日 第２回 ２級建築施工対策講座説明会 

１０日 第２回 ２級土木施工対策講座説明会 

１１日 あきる野地区委員会 

１２日 事業委員会 

１５日 総務委員会 

１６日 全国安全週間説明会 １４時 

建災防西多摩分会 定期総会 １６時 

 会 場  羽村市生涯学習センター  

ゆとろぎ 二階 講座室１ 

１７日 理事会 

１７日 三多摩建設業連合会総会 八王子  

３０日 ２級土木施工対策講座スタート 

 ７月２日（木） 安全週間現場パトロール実施 

 

《５月２０日（水） 理事会報告》 

①報告事項 

  ・三多摩建設業連合会総会開催 

  ・日建学院（認定校） 

・各委員会報告 

②審議事項 

 ・日建学院「認定校」青梅教室開校の件 

・２１年度総会・懇親会運営の件 

  ・監査報告と決算税務処理の件 

  ・２階南側ベランダ防水工事の件 

 

ＫＹＣ社製 １５００ℓ  

２軸強制練りミキサー１基 

生産能力 ９０㎥／Ｈ （最大） 

    輸送車両 ８ｔ車－１０台、７ｔ車－５台  

         ４ｔ車－２台、３ｔ車－２台、  

＊１０ｔサポート車による納入も可能 

生コン供給範囲 

●あきる野市、●日の出町、●八王子市、

●昭島市、●立川市、●福生市、●羽村市、

●瑞穂町、●青梅市、●檜原村、 

●奥多摩町、 

 

 写真が語る西多摩（今昔） 第３回 

◇権田坂 

 武蔵五日市駅から五日市市街へと向かう上り坂、「権田坂」と呼ばれ、

人びとに親しまれていた。昭和３０年の写真では、坂の両側にはソメイ

ヨシノの桜並木。道路の拡幅工事のため、桜並木は伐採を余儀なくされ、

現在の権田坂では美しい桜を見ることが出来ない。 

   

 

  

 
 

株式会社中村建材工業 

◎本社 〒197-0825 東京都あきる野市雨間 ３２２‐１ 

℡ ０４２－５５８－００２８ FAX ０４２－５５８－００４５ 

代表取締役 中 村 常 一 

営業品目 ○セメント ○レベラー ○荒目砂 ○中目砂 ○細目砂 

○砂利 ○砕石Ｃ－40 ○砕石１号 ○ＲC－40 

     ※配達の場合 ２ｔ、4ｔ、１０t 車可能 

圧送部  ○コンクリートポンプ車( 自社２台、２t 車、３t 車) 

         ※代車の場合 ２t、３t、 

４t、８t、１０t 車可能 

◎日の出生コン工場 〒190-0182  

東京都日の出町平井 ２３‐８ 

    ℡ ０４２－５９７－７０５５  

FAX０４２－５９７－７０３３ 

営業品目  

○生コンクリート製造、販売 

    日本工業規格製品認証取得工場 

（認証番号 ＴＣ ０３ ０７ ００２） 

工場概要 敷地面積 ２，５４０㎡  

バッチングプラント 

     全自動コンピューター制御方式      

１４種６素子個別累積計量 

 

◇ＪＲ小作踏切 

（小作駅羽村より踏切） 

〈写真は踏切から青梅市新

町方面を見る〉 

昭和４０年頃の写真で、 

まだ周囲には畑が広がって

おり、道路の整備も充分で

なかった。 

正面に見える鉄塔は現在

は見ることが出来ない。 

渋滞緩和のためアンダーパ

スに変わった。 

◇お願い◇ 
今回の企画〈写真が語る

西多摩〉の古い写真を見つ

け出してください。 

貴重な写真ですので、

「預かり証」を発行します

のでお貸し下さい。 

 

 

 

 

 

賛助会員ＰＲコーナー№13 

 


